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第１章 開催の趣旨 

三島地区合同野舎営大会 MIDICA（MISHIMA DISTRICT CAMPOREE）は三島地区の

ビーバースカウトからローバースカウトと指導者が参加し、各隊・団の夏季プログラムとして、

大自然の中で日頃の活動の総仕上げとスカウト一人ひとりの成長を確認する場であると共に、

地区内のスカウトが集まって大きな友情の輪をつくり、スカウト活動の素晴らしさを確かめ合

う大会として１９９１年、１９９７年、２００３年と開催され、スカウトの友情を育み、地区

発展の一里塚にもなりました。 
ここに 4 回目の MIDICA を地元大阪で開催するにあたり、MIDICA の原点に立ち戻り、ビー

バーからローバーまでのそれぞれの隊が 1 年の仕上げである夏季のプログラムを同じ自然の中

で、野外生活の楽しさをいっぱいに味わいながら、隊・団を越えた友情の鎖をかためる大会と

して開催します。 

第２章 名 称 

第４回 三島地区合同野舎営大会 略称：MIDICA ‘０９ 

第３章 テーマ 

「自然はぼくらのワンダーランド 
いっぱい遊び、いっぱい学び、たくさんの仲間と出会おう！」 

 
スカウティング・フォア・ボーイズの最後は「君たちに楽しいキャンピングができることを

祈っている。」で結ばれていますが、創始者ベーデン・パウェル卿は自然に触れ、自然を敬う心

を持てば、人生はより素晴らしいものになることを若い人たちに伝えるためキャンプや野外で

行う活動・・・スカウティングを始めましたが、その後自然の中をメインステージにしたこの

運動は世界各国に広がり、青少年教育として発展しＢ－Ｐの心は新世紀へと引き継がれました。   
２１世紀にスカウティングを引き継いだ私たちは、Ｂ－Ｐが目指した原点を振り返りながら

新しい時代の活動を展開しなければなりませんが、野外を教場とした活動は不変のものであり、

今大会を能勢の大自然をステージに三島地区のスカウトたちと大人が集い、自然の中で遊び、

学び、仲間と出会うことによりスカウティングの楽しさと魅力を再発見できる機会としたい。 

第４章 会 期 

第４回 MIDICA（以下 MIDICA’０９と略す）は、平成２１年８月７日（金）の開会式に始ま

り、８月１１日（火）の閉会式をもって終了する。 

第５章 会 場 

大阪府立総合青少年野外活動センター 
〒563-0341 大阪府豊能郡能勢町宿野４３７ 電話：0727-734-0500 

http://www.o-forest.org/outdoor/



                          
 

第６章 組織と運営 

１．大会の準備組織 
三島地区委員会のもとに「MIDICA’09 実行委員会」を編成し、大会運営に必要な準備を推

進する。 
 
２．大会期間中の組織と運営 

大会期間中は、実行委員会を中心に編成される大会本部が運営にあたる。大会の組織は付

図１（７P 参照）のとおりとし、大会本部の組織と運営について別に定めるところによる。 

第７章 参加者と参加資格 

MIDICA’09 は次の参加人員を持って構成する。 
１．参加人員 
（１）参加隊 
 BVS 隊（ビーバースカウトおよび所属指導者） 
 C S 隊（カブスカウトおよび所属指導者） 
 B S 隊（ボーイスカウトおよび所属指導者） 
 V S 隊（ベンチャースカウトおよび所属指導者） 
 R S 隊（ローバースカウトおよび所属指導者） 
（２）大会本部スタッフ（各団指導者（団委員）、地区役員、各種委員会委員、ローバースカウ 
ト、その他団関係者） 

 
２．参加資格 
（１）参加隊 
参加隊の編成 

 参加者の少ない隊は、ラウンドテーブル等で検討のうえ、混成隊を編成できる。 
 ただし、参加申し込みは団単位で行う。 
（２）本部スタッフ 
 ①各団の指導者（団委員）、地区役員、各種委員会委員、ローバースカウト 
 ②専門技能を有するインストラクター、協力者 

第８章 参加に要する経費 

参加に要する経費は次の区分に従って、予納金と参加費に区別して納入する。 
区分Ⅰ ＢＶＳ、ＣＳスカウトおよび所属指導者     1 人あたり１３，０００円 
区分Ⅱ ＢＳ、ＶＳ、ＲＳスカウトおよび所属指導者、大会本部スタッフ 

1 人あたり１５，０００円 
１．予納金 
（１）参加者は１人あたり３，０００円を予納金として参加予定申し込み時に納入する。 
（２）予納金は、大会準備のための経費として使用することから、他の参加者の予納金として 



                          
振り替えることはできるが、払い戻しはしない。また、予納金は、参加確定申し込みの際 
に納入する他の参加者の参加費に充てることもできない。 

 
２．参加費 
（１）ＢＶＳ、ＣＳスカウトおよび所属指導者   1 人あたり１０，０００円 

ＢＳ、ＶＳ、ＲＳスカウトおよび所属指導者、大会本部スタッフ 
１人あたり１２，０００円 

を参加費として、参加確定申し込みと同時に納入する。 
（２）参加確定申し込みの際に納入する参加費は、他の参加者に振り替えることはできるが、 

納入した参加費の払い戻しはしない。 
 
３．経費の内訳 

予納金および参加費は、大会の準備および開催に要する経費にあてる。 
（１）諸準備から報告書作成までの経費 
（２）会期中の食費 
   舎営については８月７日夕食から９日昼食までの給食費 
   野営については８月７日夕食から１１日昼食までの食材費 
   本部スタッフは８月６日夕食から１２日朝食までの給食費 
（３）炊事用等の燃料費 
（４）参加章および配布資料等の費用 
（５）会場の宿泊費、設備費、運営費 
（６）会期中の救護衛生費 
（７）会期中の傷害保険料 
（８）その他 MIDICA’09 実行委員会の承認した事項 

第９章 参加の申し込み 

１．参加予定申し込み 
参加隊および本部スタッフは所定の参加予定申込書に予納金３，０００円を添えて、平成

２０年１１月３０日までに地区に提出する。 
 
２．参加確定申し込み 

参加隊および本部スタッフは、所定の参加確定申込書に必要事項を記入し、参加費を添え

て平成２１年３月末日までに地区に提出する。 
 

第１０章 日程・基本日課・プログラム 

１．大会の基本日程 
大会の日程・基本日課は付表１（８P 参照）のとおりとする。プログラムの細部は別に定

める「プログラムガイド」等による。 
 



                          
 
２．プログラムの基本方針 

MIDICA’09 の開催の趣旨に沿って、大阪府立総合青少年野外活動センターの施設を活用し

ながら、参加各隊が野営、舎営を生活の基本とした隊毎での夏季プログラムを展開すること

を基本とする。 
大会本部は参加各隊が隊プログラムを展開し易いように、いくつかの選択プログラムを準

備すると共に、地区内スカウトの友情を育み、各隊の交流を促進させるために全体行事を企

画、実施する。 

第１１章 会場の利用計画と生活 

１．会場の利用計画 
MIDICA‘09 の会場は大阪府立総合青少年野外活動センターの全施設とその周辺を会場と

して使用する。 
 
２．参加隊の生活 

参加各隊は、宿舎、ロッジ、キャンプ場を利用して、それぞれの部門に応じて舎営、野営

生活を基本とする。食事については、舎営は給食、野営は自炊とする。 
実行委員会は、予定申し込み状況を踏まえて、各参加隊に宿舎及びキャンプ地を割り当て

る。 
特別な配慮を必要とするスカウトへの食事の対応については、別に定める。 

 
３．本部スタッフの生活 

本部スタッフは本部（施設名称）及び各キャンプ場を中心とした大会本部で業務を行い、

本部での宿泊、各キャンプ場での野営とする。食事については、期間中を通じて給食または

弁当食を受ける。 

第１２章 配給・給食 

１．給食 
舎営参加隊は８月７日（金）夕食分から８月９日（日）昼食分までの６食分とする。 
本部スタッフは、８月６日（木）夕食分から８月１２日（水）朝食分まで、本部食堂での

給食または弁当食を受ける。 
 
２．配給 

野営参加隊は８月７日（金）夕食分から８月１１日（火）昼食分まで１２食分の配給を受

ける。 
使用する炊事燃料、献立および配給方法等は別に定める。 

第１３章 服装および携行品 

１．服装 
（１） 参加者の服装は制服とし、正装上着の右胸ポケットに参加章を着用する。 



                          
（２） 開会式、閉会式は正装で参加する。 
（３） 自隊のサイトおよび活動時は、活動内容により参加隊長の判断に委ねる。 
 
２．携行品 
 携行品およびキャンプ、舎営に関する装備は、それぞれの隊が快適なキャンプと舎営生活

を維持し、1 年の仕上げである夏季プログラムを MIDICA’09 の参加により、より楽しく成果

の上がるプログラムとして展開できるよう、各隊指導者のもとに準備する。 
  尚大会プログラム上必要とするものは別途大会本部を通して各隊に準備の依頼を行う。 

第１４章 救護衛生と安全 

１．個人衛生 
各参加隊の指導者は、参加スカウトの保健衛生に十分留意する。 

 
２．応急手当 

各参加隊の指導者は、あらかじめ参加スカウトの持病、アレルギー、特異体質、服用中の

薬品等を把握するとともに、軽度な傷病に対して衛生材料等を備える。 
大会本部は、期間中の参加者の負傷や急病に備え、衛生材料と傷病者のための施設等を準

備する。また、大会施設および会場周辺の医療機関の協力を得て傷病者の搬送と受け入れ態

勢を整える。 
 

３．安全管理 
別に「安全管理ハンドブック」を作成し、安全指導に万全を期するとともに、事故発生時

の対応に備える。 
 

４．保険 
本大会参加者全員を対象に国内旅行傷害保険を付加する。 

第１５章 輸 送 

１．参加各隊の集散および装備品の輸送については、参加隊の責任において行う。 
 
２．大会の輸送についての細部は、別に定める「大会運営要項」等に示す。 

第１６章 入場・退場 

１．参加隊の入場 
（１） 参加隊は、８月７日（金）の９時～１３時までに受付を完了する。 
（２） 到着手続きは、別に定める。 
 
２．参加隊の退場 
（１） 舎営部門は８月 ９日（日）午後２時までに退場する。 
（２） 野営部門は８月１１日（火）午後２時までに退場する。 



                          
（３） 退場手続きは、別に定める。 
３．大会本部スタッフ 

大会本部スタッフは大会前日の８月６日（木）１３時までに会場に集合し、各部署で到着

手続きを済ませた後、業務の準備作業を行う。 

第１７章 大会の見学および訪問 

１．一般の見学（保護者等）および訪問を歓迎する。 
 
２．見学時間および訪問に関する事項は別に定める。 
 
３．見学及び訪問者の輸送については各団において計画、実施する。 
 
４．見学及び訪問者の宿泊、食事については別途検討の上大会本部が指示する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                          
 
付表―１ 
 
 MIDICA’09 基本日程およびプログラム

 前日 
８月６日 

第 1 日 
８月７日 

第２日 
８月８日

第３日 
８月９日

第４日 
8 月 10 日

第５日 
8 月 11 日 

第６日 
8 月 12 日

06:00  起床 起床 起床 起床 起床 起床 
07:00  朝食 朝食 朝食 朝食 朝食 朝食 
08:00  朝礼 朝礼 朝礼 朝礼 朝礼 朝礼 
09:00   プログラム プログラム プログラム プログラム  
10:00  参加隊  閉会式Ⅰ    
11:00  集合     退場 
12:00  受付 

 
昼食 昼食 

舎営部門

昼食 昼食 
野営部門 

 

13:00 会場  退去完了  退去完了  
14:00 開場 設営 

 
    

15:00      ‘  
16:00        
17:00  夕食 夕食 夕食 夕食 夕食  
18:00        
19:00  開会式 大営火 交流 閉会式Ⅱ   
20:00        
21:00  連絡会議 連絡会議 連絡会議 連絡会議   
22:00 消灯 消灯 消灯 消灯 消灯 消灯  
 

基  本  日  課

基本課業 時   間 基本課業 時   間 
起床 
朝食 
国旗掲揚 
午前の活動 
昼食 
 

６：００ 
７：３０ 
８：３０ 
９：００～１１：３０ 

１２：００ 
 

午後の活動 
夕食 
国旗降納 
夜の活動 
連絡会議 
消灯 

１３：３０～１６：００ 
１７：００ 
１８：００ 
１９：００～２１：００ 
２１：００ 
２２：００ 
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野舎営長

大会本部長

　　　　大会長

運営本部長

大会事務局副大会長

副大会本部長

副運営本部長

　
　　　　　　　参　　加　　隊

・ビーバー隊

・カブ隊

・ボーイ隊

・ベンチャー隊

・ローバー隊

・その他

　

　　　総合サービスセンター

・総務、広報に関すること

・輸送、施設、資材に関すること

　

　　　　生活サービスセンター

・参加隊の野営、舎営生活に
  関すること

・配給・本部食堂に関すること

・救護・衛生に関すること

　

　　　活動サービスセンター

・全体行事に関すること

・選択プログラムに関すること

・信仰奨励に関すること

・参加隊の交流に関すること

副野舎営長



Camp
Guide Map

–{ŠÙ

‘æ‚SƒLƒƒƒ“ƒv•ê

Œ•”öŽR

•~

•£

•~

•~

ŠÇ—•Ž––±•Š

‘æ‚T•E‚UƒLƒƒƒ“ƒv•ê

ƒlƒCƒ`ƒƒ•[ƒZƒ“ƒ^•[

‘æ‚VƒLƒƒƒ“ƒv•ê

“V‘ÌŠÏ‘ª•ê

‘æ‚QƒLƒƒƒ“ƒv•ê
ŽR‘º’r

‘æ‚RƒLƒƒƒ“ƒv•ê

‘æ‚PƒLƒƒƒ“ƒv•ê

•~

•h–ìƒoƒX’â‚Ö

•sŽÒŽR‚Ö

‚é‚èŒk‚Ö

ƒv•[ƒ‹

ƒfƒBƒXƒNƒSƒ‹ƒt•ê
ƒA•[ƒ`ƒFƒŠ•[•ê

–ìŠO•W‰ï•ê

‘ÌˆçŠÙ

“Œ”ö•ªƒR•[ƒX

“Œ”ö•ª

“W–]‘ä

‚o

‚o

‚o

‚o

Š}ŽR

783.7m

’ƒ‚í‚©‚µƒR•[ƒX 1,391m

ƒC
ƒm
ƒV
ƒV
ŠX
“¹
7
5
0
m

–{ŠÙ’¼“oƒR•[ƒX842m

‘æ2 ’¼“oƒR•[ƒX950m

Š}ŽRƒR•[ƒX1,055‚•

ƒm
ƒW
ƒJ
ŠX
“¹
8
0
0
m

“üŒûˆÄ“à•Š

‚o
‚o

‚o

‚o
‚o

ƒoƒX“]‰ñ•ê

‚o

‚o ’“ŽÔ•ê
   Ž©”Ì‹@•iƒ\ƒtƒgƒhƒŠƒ“ƒN•jV

V

V

V

V

V

‚o ƒJƒk•[•ê

ƒOƒ‰ƒEƒ“ƒh

N

0 50 100 150 200 250m


